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関東弁護士会連合会は、東京三会の外東京高裁管内の１０弁護士会

計十三の単位会でからなっています。今年の北海道弁連総会は、７月

２５日午後札幌で開催されました。会員数約１万６０００人で、日弁

連２万５０００人の会員の６割にも上る大組織です。９月２５日、正

副会長会議は１時間繰り上げて９時半から始め１６時半に終わって、

三々五々地下鉄等を乗り換え横浜中華街に向かいました。老舗の北京

料理店「華正楼」で、前夜懇親会があり歓待を受けました。 

翌２６日は、宿舎・会場の横浜ロイヤルパークホテルで、午前中はシ

ンポジウムがあり、午後は大会がありました。シンポは、「市民の身近

にあって利用しやすい司法をめざして」と題して、司法基盤の整備と

弁護士過疎・偏在の解消について行われました。 

同連合会管内には、今なお、弁護士の足りない地域が少なからず存

在しており、市民の身近にあって利用しやすい司法が実現されている

とは言えないとして様々な観点から論議がなされました。パネリスト

の一人として片山義博前鳥取県知事が出席されており、行政の立場か

ら弁護士過疎の解消のための取り組みを語られ、会場からは神奈川県

との違いに驚きの発言がでました。また、岡山パブリック法律事務所

の水谷賢弁護士もパネリストとして岡山の経験を熱く語られました。

中国地方から二人のパネリストが出席されており、中国ブロックが偏

在・過疎解消で先進的なのだと少し誇らしく思いました。 

現
行
司
法
試
験
合
格
者
の
司

法
研
修
所
２
回
試
験
は
、
６
０
９

人
が
合
格
し
た
。
弁
護
士
登
録
が

現
在
５
３
６
名
。
２９
名
が
登
録
せ

ず
、
任
官
せ
ず
。
大
学
か
求
職
中

か
わ
か
ら
な
い
。
９
月
２
日
開
い

多
く
の
議
題
が
審
議
さ
れ
、
報
告
も
多
く
な
さ
れ
た
が
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
の

会
員
に
お
伝
え
し
た
い
の
は
、
次
の
よ
う
な
点
で
す
。 

担
当
の
加
藤
副
会
長
よ
り
次
の

よ
う
な
説
明
が
あ
っ
た
。
本
年
度

は
、
１６
会
で
３
７
０
０
万
円
援
助

し
て
い
る
が
、
今
回
改
正
で
は
１

０
０
名
ま
で
の
会
が
対
象
と
な
る
。

し
か
し
、
１２
月
に
新
修
習
を
終
え

た
弁
護
士
の
登
録
が
あ
る
の
で
、

来
年
１
月
１
日
で
は
、
滋
賀
ま
で

の
１７
会
が
対
象
と
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
小
規
模
弁

護
士
会
協
議
会
を
昨
年
公
式
に
認

め
た
が
、
そ
の
対
象
会
は
会
員
数

今
回
の
新
司
法
試

験
で
は
、
２
０
６
５

名
の
合
格
者
が
あ
っ

た
。
こ
の
結
果
は
考

査
委
員
が
「
数
値
目

標
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
」
と
い
う
日

弁
連
我
の
提
言
の
趣

旨
を
踏
ま
え
た
も
の

で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
合
格
点
は
、

平
成
１８
年
９
１
５

点
、
平
成
１９
年
９
２

５
点
、
平
成
２０
年
９

４
０
点
。
仮
に
今
回

９
１
５
点
を
合
格
点

と
し
た
な
ら
ば
、
合

格
者
数
は
２
４
０
０

名
位
に
な
っ
て
い
た

と
推
定
さ
れ
る
。
た

だ
し
、
今
回
短
答
式

は
簡
単
だ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
た
め
に
合
計
点

が
上
が
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
合
格
率

は
、
全
体
３３
％
、
既

習
４４
％ 

未
習

２５
％
な
の
で
未
習

の
合
格
率
が
低
い
。

法
学
部
出
身
者
で
は

な
い
純
粋
未
習
は
も

っ
と
低
い
。
社
会
人

で
も
法
科
大
学
院
で

し
っ
か
り
勉
強
す
れ

ば
法
曹
に
な
れ
る
と

０
．
５
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
し
た
。

そ
う
す
る
と
、
岐
阜
県
ま
で
の
３

０
会
と
な
る
。
援
助
の
枠
を
増
や

す
の
は
、
被
疑
者
国
選
対
応
の
負

担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
職
員
の

確
保
等
を
し
て
会
の
負
担
を
減
ら

す
必
要
が
あ
る
た
め
。
ま
た
、
会

費
負
担
が
大
き
く
、
新
人
が
入
り

づ
ら
く
な
っ
て
い
る
。
新
人
が
入

り
や
す
い
取
組
み
を
し
て
頂
き
た

い
こ
と
も
あ
る
。
山
口
県
と
福
島

県
は
、
小
規
模
弁
護
士
会
協
議
会

た
就
職
相
談
会
に
は
１０
名
が
来

た
。
そ
の
う
ち
４
名
が
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
組
で
あ
っ
た
が
、
何
故
か
緊

迫
感
に
欠
け
て
お
り
今
後
ど
う
す

る
の
か
心
配
で
あ
る
。 

に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
支
部
が
集
ま
っ
て
大

き
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
小
規
模

会
と
同
じ
よ
う
な
悩
み
が
あ
る
。

修
習
生
の
面
倒
を
見
る
の
も
大
変

で
あ
る
。 

し
か
し
、
比
率
の
案
は
、
財
務

委
員
会
で
の
議
論
に
お
い
て
、
永

続
の
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
出
さ

れ
て
い
る
。
１
０
０
名
で
も
今
の

財
政
状
況
の
中
で
は
大
盤
振
る
舞

い
で
、
総
会
で
は
色
ん
な
議
論
が

あ
り
得
る
。
苦
渋
の
提
案
と
し
て

理
解
し
て
頂
き
た
い
。
将
来
的
に

数
で
仕
切
る
の
か
、
各
支
部
で
会

館
が
あ
っ
て
常
勤
の
職
員
が
い
る

と
か
、
き
め
細
か
な
基
準
を
入
れ

ら
れ
る
の
か
、
議
論
し
た
い
。
当

面
は
、
こ
れ
で
や
っ
て
、
次
の
新

し
い
シ
ス
テ
ム
は
、
色
々
な
基
準

を
模
索
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
、
今
回
は
、
財
源
の
面

も
考
慮
し
ご
了
承
頂
き
た
い
。 

こ
れ
に
対
し
、
山
口
県
弁
護
士

会
の
内
山
理
事
か
ら
、
次
の
発
言

が
あ
っ
た
。
協
議
会
の
基
準
と
助

成
が
一
致
す
る
の
が
良
い
と
考
え

て
い
る
。
０
．
５
パ
ー
セ
ン
ト
以

下
の
会
は
、
共
通
の
悩
み
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
線
引

き
は
合
理
性
が
あ
る
と
感
じ
た
。

当
会
は
会
費
は
高
い
が
、
新
入
会

員
に
は
半
分
に
し
て
い
る
。
問
題

は
、
人
件
費
の
問
題
。
人
件
費
率

は
４
割
を
超
え
て
超
勤
を
し
な
い

よ
う
に
言
う
こ
と
は
む
な
し
い
。

も
う
一
つ
は
会
館
問
題
。
５
つ
の

支
部
で
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

小
さ
な
支
部
も
こ
れ
か
ら
職
員
が

必
要
に
な
っ
た
り
す
る
。
こ
れ
に

は
賛
成
す
る
が
、
問
題
を
抱
え
て

い
る
こ
と
を
ご
理
解
頂
き
た
い
。 

 

 2004 2005  2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

 平成16年 平成17年  平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 

60期 61期 62期 63期 64期 65期 66期   新 

1009 1851 2101～2500 2501～

2900

2901～

3000 

3000 3000

59期 60期 61期 62期 63期 64期 65期   

1483 1464 

旧 

546 248 200 100 101以下   

司法試験 

合格者 

  予

備 

     予備試験

① 

予備試験②

 59期 60期 61期 62期 63期 64期 65期 

新 1009 1851 2300 2700 2950 3000

旧 1483 1464 549 248 200 100 100以下

法曹増   

計 1483 2473 2400 2548 2900 3050 3,100以下

い
う
制
度
に
な
っ
て
い
な
い
。
ど

う
や
っ
て
法
科
大
学
院
の
在
り
方

を
追
求
し
て
い
く
の
か
は
今
後
も

議
論
す
る
べ
き
で
、
法
曹
人
口
の

拡
大
と
質
の
確
保
と
仕
事
の
確
保

が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。 

会
長
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、

十
分
な
分
析
が
で
き
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
合
格
点
を
見
る
限

り
、
質
の
確
保
を
意
識
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
と

の
コ
メ
ン
ト
を
さ
れ
た
。 

な
お
、
司
法
改
革
審
議
会
で
論

議
さ
れ
法
務
省
が

予
定
す
る
い
わ
ゆ

る
年
間
３
０
０
０

人
と
５
万
人
へ
の

法
曹
増
員
に
つ
い

て
の
計
画
的
数
字

は
、
別
表
法
曹
増
員

計
画
数
の
と
お
り

で
あ
る
。
こ
こ
に
上

げ
ら
れ
た
新
司
法

試
験
の
合
格
者
予

定
数
は
、
２
１
０
１

～
２
５
０
０
人
の

計
画
と
な
っ
て
お

り
、
今
回
の
合
格
者

数
は
予
定
さ
れ
た

最
低
数
２
１
０
１

人
を
下
回
っ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
が
上

記
評
価
の
根
拠
と

な
っ
て
い
る
。 
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そ
し
て
最
終
日
の
２４
日
は
、
参
議

院
議
員
会
館
に
お
い
て
院
内
集
会

を
開
き
、
１１
時
か
ら
は
日
弁
連
各

種
委
員
と
の
意
見
交
換
会
、
１２
時

か
ら
は
国
会 

議
員
と
の
懇
談
会
、

１３
時
か
ら
は
議
員
主
催
の
関
係

省
庁
担
当
者
と
の
懇
談
会
を
行
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
当
日
首
班

指
名
の
日
な
っ
た
た
め
議
員
さ
ん

は
多
忙
で
ゆ
っ
く
り
と
懇
談
で
き

な
か
っ
た
の
が
残
念
で
し
た
。 

  

後
は
、
１０
月
１５
、
１６
の
両
日
、

１０
年
ぶ
り
と
な
る
国
際
人
権
自

由
権
規
約
委
員
会
に
よ
る
第
５
回

政
府
報
告
書
審
査
に
向
け
、
１０
月

１２
日
出
発
で
、
日
弁
連
の
代
表
団

１６
名
が
、
こ
れ
ま
で
作
成
提
出
し

て
い
る
リ
ポ
ー
ト
を
、
前
記
両
日

 
 
 
9  1   午後  上京 

      17:00  ＵＰＲ日本審査報告集会 

   2  13:00  就職未定即独者相談会 

   3   9:30  国会対応会議 10:30  正副会長会 

   4  14:00  自由権ＷＧ 

      18:00  自由権ＮＧＯとの情報交換会 

5  17:30  事前打合せ 

   6   午後  帰関 

 

   9   午後  上京 

  11   9:30  国会対応会議 10:30  正副会長会 

  12  13:00  第１０回国選弁護シンポジウム 

       午後  帰関 

 

  16   午後  上京 

  17   9:30  国会対応会議 10:30  正副会長会 

  18  10:15  常務理事会 

      10:45  理事会 

      17:00  理事懇談会 

      18:00  中国弁連懇親会 

  19  10:00  理事会 

      19:00  大韓弁協招宴 

  20  10:00  大韓弁協意見交換会 

      18:00  大韓弁協招宴 

21  19:00  国連人権規約正副委員長来日 

ホテルニューオータニ歓迎会食 

22   9:30       日弁連会長 

      10:00       法務省 

      10:30       警察庁 

      11:20       外務省 

      14:00       最高裁 

      16:00  ＮＧＯ意見交換会 

      18:00  講演・シンポ 

  23  18:30  歓迎懇親会 屋形船 

  24  11:00  日弁連各種委員意見交換会 

13:00  議員との懇談会 

14:00  省庁担当者関係懇談会 

      15:00  日弁連ジュネーブ代表団結団式 

25  9:30  国会対応会議・10:30  正副会長会

      18:30  関東弁連前夜懇親会 

26  9:00  シンポジウム 

      14:00  関弁連定期大会 

  27  18:30  関弁連前夜懇親会 

28   午後  帰関 

 

30  午後  上京 
 
９月３０日間 ３往復半 ２２泊 

 

 
 
 
 
 
 

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
る
国

際
人
権
自
由
権
規
約
委
員
会
第
５

回
政
府
報
告
書
審
査
（
１０
月
１５
、

１６
日
）
に
先
立
ち
、
日
本
に
お
け

る
同
規
約
の
実
施
状
況
を
調
査

と
、
日
本
の
関
係
者
と
懇
談
し
て

頂
く
た
め
、
日
弁
連
は
、
大
阪
弁

護
士
会
と
共
同
し
て
ラ
フ
ァ
エ

ル
・
リ
ヴ
ァ
ス
・
ポ
サ
ダ
自
由
権

規
約
委
員
会
委
員
長
（
コ
ロ
ン
ビ

ア
）
、
ア
イ
ヴ
ァ
ン
・
シ
ー
ラ
ー

副
委
員
長
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

の
お
二
人
に
、
来
日
を
要
請
し
て

い
ま
し
た
。こ
の
招
請
に
応
え
て
、

お
二
人
は
、
こ
の
９
月
１７
日
来
日

さ
れ
、
２０
日
ま
で
は
大
阪
で
、
２１

日
か
ら
は
東
京
で
の
活
動
が
始
ま

り
ま
し
た
。
２１
日
は
、
打
ち
合
わ

せ
を
兼
ね
て
歓
迎
夕
食
会
を
持

ち
、
２２
日
は
、
日
弁
連
会
長
、
法

務
省
、
警
察
庁
、
外
務
省
に
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
問
題

と
な
っ
て
い
る
代
用
監
獄
た
る
留

置
施
設
を
実
際
に
見
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
た
の
は
収
穫
で
し
た
。

午
後
に
は
、
最
高
裁
を
訪
問
し
ま

し
た
が
、
島
田
長
官
自
ら
出
迎
え

て
頂
き
、
記
念
写
真
ま
で
撮
影
で

き
た
の
は
幸
い
で
し
た
。そ
の
後
、

外
務
省
に
回
り
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の

審
査
に
対
応
す
る
と
い
う
人
権
人

道
大
使
と
会
話
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
明
治
大
学
リ
バ
テ
イ
・
ホ
ー

ル
で
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
訴
え
る
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
方
々
と
の
意
見
交
換
会
を

行
っ
た
後
、
お
二
人
に
日
本
に
お

け
る
人
権
規
約
の
課
題
に
つ
い
て

講
演
し
て
頂
き
、
そ
れ
を
踏
ま
え

て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し

た
。
２３
日
夕
刻
に
は
、
お
二
人
の

ご
労
苦
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
に
、
歓

迎
懇
親
会
を
屋
形
船
で
行
い
ま
し

た
。
紙
切
り
芸
を
見
て
貰
い
日
本

文
化
を
味
わ
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

３年前の夏、徳島での「阿波踊りヨットレース」参加を機に、反時計回りでの四
国一周を計画し、帰路の瀬戸内海を「朝鮮通信使の航跡を辿る旅」をしました。最
初は台風の直撃があったりして２年をかけての旅でした。その朝鮮通信使は、室町
時代から始まったようですが、江戸時代のものが、５００人規模で、往復１年もか

けての交流でした。その社会的文化的影響も大
きかったようです。この通信使は、朝貢外交だ
とお考えになっている方もあるようですが、決
してそうではありません。通信使を迎える各藩
は、贅をつくした接待をおこない、専門家を動
員して医療、芸術等の先進的な文化を摂取して
いました。また、江戸での庶民を含んだ歓迎・
興奮ぶりはいろいろな絵図で見ることができま
す。その状況を最もよく保存、再現しているの
が広島の下蒲刈島の遺構と再現された諸資料で
す。その外に、鞆の浦や上関にも残っていまし

た。陸路に入ってからも近江八幡の瓦人形や鈴鹿、津の唐人踊り等としで残ってい
ます。機会があれば、是非これらの遺構等をご覧頂いて、先人たちがその昔、命を
かけて文化交流をしていたことに思いを馳せて頂きたいものです。 

日
弁
連
と
大
韓
民
国
弁
護
士
協

会(

大
韓
弁
協)

と
の
交
流
は
、
今

年
で
２２
回
目
の
交
流
と
な
り
、
１

年
毎
に
相
手
国
を
訪
問
し
て
意
見

交
換
会
と
懇
親
会
を
行
っ
て
い

る
。
今
年
は
、
韓
国
側
が
来
日
さ

れ
る
番
で
、
９
月
１９
と
２０
日
の

両
日
東
京
で
招
待
宴
と
意

見
交
換
会
を
行
っ
た
。 

１９
日
午
後
４
時
頃
、
会

長
を
初
め
と
す
る
１８
名
の

代
表
団
が
日
弁
連
を
訪
問

表
敬
訪
問

明治大学 

の
審
査
で
有
効
な
も
の
と

す
る
た
め
に
、
有
効
活
発

な
ロ
ビ
ー
活
動
を
展
開
す

べ
く
行
っ
て
き
ま
す
。
こ

の
ロ
ビ
ー
活
動
は
、
規
約

委
員
会
の
委
員
や
ス
タ
ッ

フ
へ
の
口
頭
、
文
書
で
の

ア
ピ
ー
ル
や
代
用
監
獄
の

危
険
を
知
ら
せ
る
「
志
布

志
事
件
」
の
映
画
上
映
も

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
私
は
、
そ
の
団
長
の

重
責
を
務
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
期
待
に

応
え
る
べ
く
団
員
の
総
力

を
結
集
し
て
成
果
を
あ
げ

て
き
た
い
と
決
意
し
て
お

り
ま
す
。 

拶
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
代
表

団
は
東
京
地
裁
に
表
敬
訪
問
を
さ

さ
れ
、
折
か
ら
開
会
中
の
理
事
会

に
顔
を
出
し
て
双
方
の
会
長
の
挨

れ
、
来
年
５
月
か
ら
の
裁
判
員
裁

判
用
法
廷
を
見
学
さ
れ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
夕
刻
よ
り

芝
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
場
所
を
移
し

て
日
弁
連
主
催
の
歓
迎
招
待
宴
を

行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
開

会
の
挨
拶
を
国
際
担
当
の
副
会
長

が
勤
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
み
な
さ
ん
は
、
現
代
の
「
朝

鮮
通
信
使
」(

こ
の
頁
の
コ
ラ
ム
欄

参
照)

と
い
う
趣
旨
で
歓
迎
の
意

を
表
し
た
。 

 

翌
２０
日
は
、
土
曜
休
日
で
あ
っ

た
が
、
弁
護
士
会
館
２
階
ク
レ
オ

で
意
見
交
換
会
を
終
行
っ
た
。
テ

ー
マ
の
最
大
の
も
の
は
、「
日
本
と

韓
国
に
お
け
る
国
民
参
加
裁
判
制

度
に
つ
い
て
」
で
あ
っ
た
。 

阿波踊りレース


